釜山と対馬における朝鮮通信使の遺跡を辿る by 魏 聖銓





















 「朝鮮通信使」は朝鮮王朝が派遣した使節団で、江戸時代 1607 年から 1811 年まで朝鮮から
12 回にわたり日本まで来た平和使節団を言う。ソウルから江戸まで片道約 2200 ㎞を、朝鮮通
信使は８カ月から長くは 1 年近くかけて、往復 4400 ㎞の道のりを歩いたことになる。（参考：
最後の 12 回目は対馬で国書の交換式が行われて終了したため、漢陽（現在のソウル）から江戸
まで来たのは計 11 回になる。） 
「信（よしみ）を通わす」使節団、すなわち両国の善隣関係を象徴する通信使は徳川将軍が
代わる度に来日したが、両国の幕府と朝廷との外交関係だけではなく、一般庶民まで一丸となっ
て朝鮮通信使を 260 年間も続けられるように支えたことは、現代の我々に示唆するものは多い。 
その朝鮮通信使は、正使、副使、従事官の三使と第 1 級の学者、医者、画家が加わる総勢 500
人くらいの大使節団だった。対馬藩がこの使節団の案内役となり、日本全国を練り歩くわけだ







14 世紀から 16 世紀にかけても往来がたくさんあったが、文禄・慶長の役の後の「朝鮮通信使」
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2-1 朝鮮通信使の行路について 
 
















































往路（下行）  昌德宮창덕궁  良才양재 板橋판교 龍仁용인 陽智양지 竹山죽산 
無極무극 崇善숭선 忠州충주 安堡안보 聞慶문경 幽谷유곡 龍宮용궁 醴泉예천 
豊山풍산 安東안동 一直일직 義城의성 靑路청로 義興의흥 新寧신녕 永川영천 
毛良모량 慶州경주 仇於구어 蔚山울산  龍堂용당 東來동래  釜山부산   
約 418 ㎞（20 日くらい所要） 
 
帰路（上行） 釜山부산 東萊동래 梁山양산 無屹무흘 密陽밀양 楡川유천 淸道청도 
梧桐院오동원 大邱대구 松林寺송림사 仁同인동 善山선산 五里院오리원 尙州상주 
咸昌함창 聞慶문경 延豊연풍 槐山괴산 陰城음성 無極무극 陰竹음죽 利川이천 




















その歴史は長いが、その間に、3 度の閉鎖があった。1 次閉鎖（1419）、2 次閉鎖（1510、三浦
倭乱が原因で廃止）、３次閉鎖（1592～1598、文禄・慶長の役が原因）はあったものの江戸時代







の留学生も滞在していた。住人は常時 400 人から 500 人滞在していたと推定されている。草梁
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 写真の 3-4-2-1 の雨森肖像画は、滋賀県長浜市高月町にあり、雨森芳洲の遺品や資料が保管
されている「芳洲庵」所蔵である。 
 














大正 13 年に芳洲会が設立 雨森芳洲神社 
昭和 29 年 雨森芳洲保育園 設立 
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 写真の p3-4-4-1から p3-4-4-5までは、2016年 8月 6日に行われた朝鮮通信使行列の様子で、
p3-4-4-6 は清水城の三の丸から眺めた厳原港と厳原町の風景である。 
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れた交流であり、江戸時代の善隣友好の基盤を育んだ施設であったといえる。（厳原町教育
委員会） 




４ 社研春季研修会 旅程 3 月 14 日―17 日（対馬（3 月 15 日～16 日）） 
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韓国展望所のすぐ隣に、写真 4-1-3 の「朝鮮国訳官使受難之碑」が建立されている。  
朝鮮国訳官使は、朝鮮通信使と違って、徳川将軍家及び対馬宗家の慶弔などの折に訪問した
り、朝鮮通信使の関連の準備などを事前に協議したりするために派遣された使節である。 
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4-4 李藝の顕彰碑  円通寺（朝鮮前期の通信使の一人） 
円通寺宗家墓地（県指定史跡）峰町佐賀に府が置かれた時代（1408～1468）、円通寺は対馬島
主宗家の菩提寺だった。墓地には当時宗家墓所として中世の宝筐印塔がならんでいる。  



















－ 36 － 
次に、以下の写真にある「対馬の円通寺の梵鐘」についての説明文も下に記す。 
 





























因みに、対馬には城跡が４つもあり、中央部の浅茅湾 1 西海岸線に「金田城（かねたのき）」 
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もあり、1590 年（天正 15 年・宣祖 20 年）の通信使の副使金成一の碑もある。西山寺は現在、
宿泊施設も兼ねている。 
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１．申請者（日韓の民間団体） 
日本側：NPO 法人 朝鮮通信使縁地連絡協議会  
韓国側：財団法人 釜山文化財団  
２．申請時期と決定予定 
申請予定：平成 28 年（2016 年）3 月下旬 




  朝鮮国書（日本、東京国立博物館） 
  通信使登録（韓国、ソウル大学校奎章閣） 
２ 旅程の記録 
    東槎日記（韓国、ソウル大学校奎章閣） 
  朝鮮通信使参着帰路行列（日本、高麗美術館） 
３ 文化交流の記録 
雨森芳洲関係資料（日本、高月観音の里歴史民俗資料館） 
チョウ・テオク 趙泰億 像 （韓国、国立中央博物館） 
東照社縁起（仮名本）（日本、日光東照宮） 
４．申請リストの内容 
申請件数 日本側 ４８件 ２０９点 
韓国側 ６３件 １２４点 









① 朝鮮王朝通信使の来訪（左隻 2 の中下）  江戸時代には、朝鮮王朝から通信使が 12 回に
わたり派遣された。この絵は、江戸に到着の後、江戸城中に入る直前の様子を描いている。
－ 41 － 
家光の治世下には 3 回の来訪があったが、のちには将軍の襲職の祝賀に限られていった。 
② 江戸城天守（左隻 1 の中上）  屏風には、家光の盛時を示す意図から江戸城天守が大き
く描き込まれている。この天守は江戸城としては 3 度目のものとして、寛永 15 年（1638）
に完成した。基壇から上端までの高さは、約 60 ㍍に及んだ。しかし、明暦 3 年（1657）
の大火の折に焼失し、以後江戸城の天守閣が再建されることはなかった。 
6-2 日本各地での朝鮮通信使行列の再現  
 対馬をはじめ日本の各地で朝鮮通信使行列の再現が行われている（過去 36 回行われている）。




















1. 金井三喜雄［2008］21 世紀の「朝鮮通信使を歩く」―ソウル‐東京友情ウオーク 
2. 金仁謙、高島淑郎［1999］日東壮遊歌―ハングルでつづる朝鮮通信使の記録（東洋文庫） 
3. 嶋村初吉 編著、嶋村初吉［2010］玄界灘を越えた朝鮮外交官 李芸―室町時代の朝鮮通信
使― 
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4. 辛基秀、仲尾宏［2000］図説・朝鮮通信使の旅  
5. 辛基秀［2002］朝鮮通信使の旅日記―ソウルから江戸「誠信の道」を訪ねて PHP 新書 
6. 申維翰、姜在彦［1974］海游録―朝鮮通信使の日本紀行（東洋文庫 252）新書  
7. 田代和生［2002］『倭館』文芸新書  
8. 仲尾宏［2001］『NHK 人間講座 朝鮮通信使』2001 年 4 月～5 月  
9. 仲尾宏［2007］朝鮮通信使―江戸日本の誠信外交（岩波新書） 
10. 仲尾宏［2011］朝鮮通信使の足跡―日朝関係史論―  明石書店 
11. 永留史彦 ほか編者［2014］対馬の交隣  交隣舎  
12. 仁井孝雄［2002］友好交流を支えた・苦難の 4000 キロ「朝鮮通信使の道」仁井孝雄写真
集 杉屋書店 
13. 日韓共通歴史教材制作チーム［2005］日韓共通歴史教材  朝鮮通信使 
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表１）朝鮮通信使の 12 回聘礼年表  





宣祖４０ 呂祐吉 慶暹 丁好寛 国交回復　回答兼刷還使 504 海槎録　 （慶暹　） 鎌倉遊覧,駿河湾遊覧
慶長１２ （癡湲） （七松） （一翠） 倭情探索、被慮人の刷還 〔100〕 洛中遊覧
光海君９ 呉允謙 朴梓　 李景稷 大坂平定　回答兼刷還使 428 東槎上日録 （呉允謙） 京都伏見聘礼
元和３ （楸灘） （雲渓） （石門） 倭情探索、被慮人の刷還 〔78〕 東槎日記 （朴梓） 被慮人説論官巡回
扶桑録 （李景稷　）
仁祖２ 鄭岦 姜弘重 辛啓栄 家光襲職　回答兼刷還使 460 東槎録 （姜弘重） 被慮人説論官巡回
寛永元 （道村） （仙石） 倭情探索、被慮人の刷還 〔114〕 鳥銃購入
仁祖１４ 任絖 金世濂 黄㦿 泰平之賀 478 丙子日本日記 （任絖） 日本国大君号制定
寛永１３ （白麓） （東溟） （漫浪） （不明） 海槎録 （金世濂） 日光山遊覧
東槎録 （黄㦿） 康遇聖著「捷解新語」
馬上才（対馬藩邸）
仁祖２１ 尹順之 趙絧 申濡 家網誕生 477 東槎録 （趙絧) 日光山東照宮
寛永２０ （涬溟） （龍洲） （竹堂） （不明） 海槎録 （申濡） 霊廟致祭
癸未東槎日記 （不詳） 馬上才（薬畑御殿）
孝宗６ 趙珩 兪瑒 南龍翼 家網襲職 485 扶桑日記 （趙珩) 日光山大猷院
明暦元 （翠屏） （秋潭） （壺谷） 〔100〕 扶桑録 （南龍翼） 馬上才はなし
粛宗８ 尹趾完 李彦網 朴慶後 綱吉襲職 473 東槎日記 （金指南） 馬上才（八代洲河岸）
天和２ （東山） （鷺湖） （竹庵） 〔113〕 東槎録 （洪禹載）
粛宗３７ 趙泰億 任守幹 李邦彦 家宣襲職 500 東槎録 （趙泰億） 新井白石の改革
正徳元 （平泉） （靖菴） （南岡） 〔129〕 東槎録 （任守幹・李邦彦） 馬上才（田安門内）
東槎録 （金顕門） 所司代問慰
粛宗４５ 洪致中 黄璿 李明彦 吉宗襲職 475 海槎記録 （洪致中） 馬上才（田安門内）
享保４ （北谷） （鷺汀） （雲山） 〔129〕 海游録 （申維翰） 弓射芸（上野車坂町）
扶桑紀行 （鄭后僑） 所司代問慰
扶桑録 （金潝）
英祖２４ 洪啓禧 南泰耆 曹命采 家重襲職 475 奉使日本時聞見録 （曹命采） 馬上才（田安門内）
延享５ （澹窩） （竹裏） （蘭谷） 〔109〕 随槎日録 （洪景海） 弓射芸（上野下寺町）
（寛延元） 所司代問慰
槎上部 （南泰耆） 京都大仏殿招宴紛争
英祖４０ 趙曮 李仁培 金相翊 家治襲職 477 海槎日記 （趙曮） 馬上才（田安門内）
宝暦１４ （済谷） （吉菴） （弦庵） 〔110〕 　未使行日記 （呉大齢） 弓射芸（上野下寺町）





純祖１１ 金履喬 李勉求 廃止 家斉襲職 328 辛未通信日録 （金履喬） 対馬府中聘礼
文化８ （竹里） （南霞） 東槎録 （柳相弼） 馬上才はなし
島遊録 （金善臣）
備考・出来事など
1764
11回目
甲申
1811
12回目
辛未
1719
9回目
己亥
1748
10回目
戌辰
1682
7回目
壬戌
1711
8回目
辛卯
1643
5回目
1655
6回目
乙未
1624
3回目
甲子
1636
4回目
丙子
1607
1回目
丁未
1617
2回目
丁巳
聘礼名目
使名
総人員（大阪
留） 使行録西暦 干支
年代
正使 副使 従事官
